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研究成果の概要（和文）：  
本研究では、1950～70 年代にまたがるソ連および旧共産圏における文化と政治イデオロ
ギーに関わる複雑な相関関係を、文学、文化学のみならず、一部、社会科学的なアプロー
チも取り入れた領域横断的な視野から考察し、当該地域における歴史的な意味、また同時
代的な意味を明らかにするとともに、全体的画一化と多極化が進行する 21 世紀現代にお
けるパラレルな意味を考察することで、現に存在する全体主義的国家における文化活動を
考える重要な示唆を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study examined the complex interrelation between cultures and political ideologies in the 
Soviet Union and other former communist states during the 1950’s to 1970’s. The study was 
conducted from a transdisciplinary perspective adopting research methods from literature, cultural 
studies, and also partly from social science. By clarifying the historical and contemporary 
significance of these regions, as well as examining the parallel meanings of the progressive general 
unification and multipolarization in the modern 21st century, the results of this study obtained 
fruitful implications for considering the cultural activities in the existing totalitarian nations. 
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１．研究開始当初の背景 
 亀山郁夫を研究代表者とする研究プロジ
ェクト「ソヴィエト全体主義における文化と
政治権力の相克および共生に関する超域・横
断的研究」（基盤研究(B) 2005-2007 年度）で
は、ロシア革命からスターリンの死去（1953
年）までのソヴィエト時代における文化と政

治権力との相克と共生をめぐって、文学者・
文化研究者のみならず、歴史学者、政治学者
が共同研究を行った。その成果として 2 回の
国際シンポジウムを開催するとともに、この
テーマの論文・書籍を刊行してきた。 
 本研究は、そうした成果を活かすとともに、
プロジェクトを実施する過程で自覚された
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研究方法上の問題点を克服しつつ、対象をス
ターリン死去後の時代に広げて研究を発展
的に継続することをめざした。 
 
２．研究の目的 
 主として以下の 3 つの側面から、スターリ
ン批判後の「雪解け」の時代のソ連およびそ
の他の共産圏諸国における文化の諸相を解
明することを目的とした。 
 第 1 に、スターリン批判から雪解けの時期
にかけての文化発展のプロセスを歴史的に
解明することであった。文学作品に加えて、
映画、美術、音楽などの様々なジャンルの作
品を分析しつつ、歴史学、政治学、社会学な
どの知見も活用して、文化と政治的イデオロ
ギーの複雑な相関関係を明らかにすること
をめざした。 
 第 2 に、ソヴィエト文化史の理論化と現代
の文学理論への貢献である。本研究が対象と
するポスト・スターリン時代が、20 世紀ソヴ
ィエトの文化史においてどのような意味を
持ったかを検証するとともに、さらに世界の
文化史の中に位置づけることを試みた。 
 第 3 に、ポスト・スターリン時代の旧共産
圏諸国における文化のモデル化であった。対
象地域を旧ソ連以外の旧共産圏諸国にも広
げ、より国際的な視点からスターリン批判の
諸外国への影響と、そこから生まれた文化的
多様性の問題にも触れ、この時代の共産主義
国家における文化のモデル化をめざした。 
 
３．研究の方法 
 まず、本研究では研究代表者、研究分担者、
および主要な連携研究者を 4つのセクション
に分けて、それぞれの分野で並行して研究を
進めた。各セクションでそれぞれの専門に応
じて研究を進める一方で、研究報告会や国際
シンポジウムなどを開催して各セクション
の研究成果を総合した。その際、研究組織の
メンバーがこれまでに築いてきた国際的な
ネットワークを活用して、ロシアおよび欧米
の第一線の研究者を招聘した。 
 
４．研究成果 
 言語文化セクションでは、2008 年度にソ連
と他の旧ソ連構成諸国との比較対照、日本の
文化状況から投影されたロシア文化論など
に取り組んだ。2009 年度には、ポスト・スタ
ーリン時代のロシア・ソ連の文学が現代ロシ
アの文学作品に及ぼしている影響について
考察を行った。2010 年度にはピリニャーク、
ソルジェニーツィンなどのソヴィエト文学、
ナボコフ等の亡命ロシア人の文学、ソローキ
ン、ペレーヴィンなどの現代ロシア文学につ
いて研究し、以上の成果を雑誌論文等により
公刊した。 
 表象文化セクションでは、2008 年度にはロ

シア・アヴァンギャルドの音楽や演劇等につ
いての研究を行った。2009 年度には、ショス
タコーヴィチの音楽やグルジアの映画につ
いて、2010 年度にはショスタコーヴィチの生
涯と捜索についてさらに検討を加え、やはり
学術雑誌等に論考を発表した。 
 歴史文化と政治文化のセクションでは、ソ
ヴィエト社会の多様性を民族などの視点か
ら諸外国と比較しつつ考察する研究成果が
得られた。2009 年度には、ソ連時代、とくに
ブレジネフ時代とそれ以降の時代を展望し
た民族問題や社会意識にかんする研究を発
表した。2010 年度には、冷戦時代とその終焉
の過程を展望した研究を行い、その成果を公
刊した。とくに、冷戦時代のソ連社会につい
ての近年の研究動向を考察した研究、民族問
題の再検討、冷戦終焉とソ連解体につながる
ソ連の政治体制・社会体制について雑誌論文
や単行書を発表した。 
 研究組織で開催した研究会やシンポジウ
ムは次の通り。2008 年度には、他の科研のプ
ロジェクトと合同で、「ソ連文化と記憶の問
題をめぐって」と題するセミナーを開催した。
そこでは、ポスト・スターリン時代の宗教と
伝統、ソ連映画についての考察、ショスタコ
ーヴィチとプロコーフィエフの交響曲とそ
の時代背景等のテーマをめぐって討論が行
われた。 
 2009 年度は、国際ワークショップ「ポス
ト・スターリン時代の文化的創造」を 2010
年 2 月 22 日に開催した。海外からはアレク
サンドル・ゲニスとアレクセイ・ワルラーモ
フを招聘し、前者は「亡命ロシアの『第 3の
波』――自由の仮縫い」と題する報告を行い、
ブレジネフ期の亡命文学者の活動と作品に
ついて論じた。後者は「土壌主義者と自由主
義者の見たソヴィエト文学の『正当派』と「異
端派」」と題する報告を行い、現代のロシア
文学においてポスト・スターリン期のソ連文
学をどのように評価されているかを論じた。
さらに、研究組織の 4つのセクションから代
表者が報告を行い、政治文化セクションから
はブレジネフ期のソ連社会について、表象文
化セクションからは「雪解け」の時代のソ連
映画について、歴史文化セクションからは戦
後日本におけるスターリン文化の受容につ
いて報告を行った。 
 2010 年度は、国際シンポジウムを 2011 年
1 月 22 日に開催した。これは、「自由への試
練：ポスト・スターリン時代の《抵抗》と《想
像力》」と題して、海外からもゲストを招い
て公開シンポジウムとして実施した。まず、
マイケル・ニコルソン（オックスフォード大
学）は、「《雪解け時代》のしかめ面：ソルジ
ェニーツインとシャラーモフ」という論題で
報告を行い、続いてリュドミラ・サラスキナ
（ロシア国立芸術学研究所）が「《雪解け時



 

 

代》の文学：その勝利と挫折（パステルナー
ク、ソルジェニーツィン、フルシチョフの「コ
ンサート」）」というテーマで報告を行った。
さらに、貝澤哉「液状化するスクリーン：雪
解け以後のソ連《ヌーヴェルバーグ》映画」、
亀山郁夫「ショスタコーヴィチの贖罪」とい
う報告を行った。 
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